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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成30年第4回沖縄県議会(定例会)

06月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 17分 西銘　啓史郎（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 県民投票と撤回についての知事の見解を伺う。

ｱ 県民投票の意義について

ｲ 承認撤回を行う際の判断理由と時期について

2 離島における課題の整理と解決に向けて

(1) 交通・生活コストの低減について

ｱ 離島住民割引について

(ｱ) 那覇―石垣線の適用保留について

(ｲ) 離島住民割引利用者数／負担額について(航空路・航路：直近３年間の予算と実績)

ｲ 情報通信基盤（超高速ブロードバンド）の整備について

(ｱ) 整備の現状と今後について

(ｲ) 南大東―北大東間の海底ケーブル敷設／ループ化について

(2) 離島振興策「島あっちい事業」について

ｱ 事業概略と実績（平成28年度、29年度:人数、負担額）について

ｲ 評価分析（効果、課題）と今年度への反映について

3 児童相談所について

(1) 県内児童相談所の数、職員数（平均勤務年数）、ケースワーカーの人数について

(2) 児童虐待相談の実態（件数）と防止対策（予算等）について

(3) 警察との連携について

ｱ 現状と課題、今後の対応について

4 公益財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団について

(1) 設立経緯とその役割について

(2) 在沖米軍施設・区域内大学の実態について

ｱ 基地内学校(短大、大学、大学院)の数について

ｲ 就学者実績人数、学校別内訳について

5 小中学校、高校のトイレ（洋式化）について

(1) 全県洋式化率（小学校／中学校／高校別）について

(2) 市町村別洋式化率について

6 外国人留学生の実情と就労状況について

(1) 県内日本語学校の数と生徒数について

(2) 留学生の就労実態と週28時間の制限について

7 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成30年第4回沖縄県議会(定例会)

06月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 17分 末松　文信（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 北部地域医療の現状について

(1) 県立北部病院について

ｱ 規模及び決算状況と今後の見通しについて

ｲ 医師及び看護師等の充足率と今後の見通しについて

ｳ 北部地区医師会病院との連携について

ｴ 病院施設の建てかえ時期について

(2) 北部地区医師会病院について

ｱ 規模及び決算状況と今後の見通しについて

ｲ 負債残高と今後の見通しについて

ｳ 医師及び看護師等の充足率と今後の見通しについて

(3) 北部医療圏域から他圏域への医療流出について

ｱ 流出状況について

ｲ 流出に伴う経済的、精神的負担について、見解を伺う。

ｳ 流出防止対策について

(4) 北部基幹病院の建設計画の進捗状況について

ｱ 地元市町村及び北部地区医師会等との合意形成について

ｲ 各市町村の財政負担について、見解を伺う。

2 県立高等学校教育について

(1) 通学に要する交通費の支援について

ｱ 北部地域における各高等学校へのバス通学の生徒数と割合について

ｲ 長距離バス通学に伴う交通費の負担（月額）について
　例:名護高校―本部町、今帰仁村、国頭村辺土名、東村平良、宜野座村、金武町、恩
納村等
　　 北山高校―本部町、名護市、国頭村、宜野座村等

(2) 中高一貫校・各学校の評価について

3 米軍普天間飛行場の移設に関連して

(1) 移設先埋立工事の進捗状況について

(2) 埋立工事に伴うサンゴの保全措置について

ｱ 保全措置が必要なサンゴの種類と数量について

ｲ 保全措置に伴う移植作業について
　事業者より環境監視等委員会の指導・助言を踏まえ、提出されたサンゴの特別採捕許
可申請に対する県の対応について

ｳ 対応のおくれによって、サンゴが食害、あるいは死滅するようなことはないか、伺います。

ｴ 平良港整備に伴うサンゴの特別採捕の許可状況は、どうなっていますか、伺います。



3

ｵ 国道331号、名護市汀間海岸の防波堤の工事が進まない理由を伺います。

4 名護市における新漁業組合の設立に関して

(1) 認可申請の状況について

ｱ 申請は受理されたのか、伺います。

ｲ 許可要件について伺います。

ｳ 許可による影響について伺います。

5 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成30年第4回沖縄県議会(定例会)

06月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 17分 花城　大輔（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 今定例会における知事の本会議対応について伺います。

(2) 公約の実現性について伺います。

(3) 辺野古埋立承認撤回予定について伺います。

(4) 新たな10年間の沖縄振興計画について伺います。

2 新漁協設立について

(1) 現在の状況について伺います。

(2) 今後、想定される手続について伺います。

(3) 新漁協設立の問題点について伺います。

3 沖縄県伝統工芸産業振興について

(1) 伝統工芸産業振興条例について伺います。

(2) 織物検査の状況について伺います。

4 沖縄県の産業廃棄物の処理状況について

(1) 現在の状況について伺います。

(2) 県の今後の計画について伺います。

5 2023年ＦＩＢＡワールドカップ予選ラウンド開催について

(1) 沖縄市に対する評価について伺います。

(2) 沖縄県の経済効果について伺います。

(3) 沖縄県の今後の取り組みについて伺います。

6 平成29年度の県内中学校の部活の参加率について

7 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
平成30年第4回沖縄県議会(定例会)

06月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 17分 照屋　守之（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 翁長知事の病気療養と公務について

(1) 翁長知事は、病気療養、再発防止の治療に専念し健康回復に努め、県議会の対応は両
副知事・職員に任せたほうがよい。見解を問う。

(2) 日常の公務についても、当分の間職務代理者を任命し、県政運営に当たってほしい。見
解を問う。

2 翁長知事の一期４年間の県政運営について

(1) 「辺野古をつくらせない」を柱にした県政運営で、結果として現在「辺野古の工事は進み
つくらせている」。このことは、翁長知事の公約違反であり、県民の期待を大きく裏切った。
見解を問う。

(2) また、辺野古問題の解決が司法・裁判所の判断によってなされる。この道筋を翁長県政
がつくった４年間であったと言える。この責任は非常に大きいと思う。今や民意の動向や
政治交渉では辺野古問題の解決にはつながらない。見解を問う。

3 沖縄振興予算の推移について

(1) 翁長県政で普天間・辺野古問題の解決の道筋もつくれず、大型ＭＩＣＥ施設の建設の財
源のめどすらつけず、特に、沖縄の経済振興のかなめとなる国の沖縄振興予算は、平成
26年度3501億円から平成30年度3010億円とこの４年間で約500億円の減額である。今は
前県政のおかげで経済は好調だが、やがて県経済は衰退するおそれがある。国の振興
予算減の責任をどのように感じているか伺う。

4 辺野古問題の解決に向けて

(1) 今のように撤回ありきで理由を探しての撤回は、辺野古問題の解決にはつながらないと思
う。見解を問う。

(2) 県は、最高裁判決で負けて埋め立てを承認し、工事が進められているにもかかわらず、
撤回することに違和感を感じる。見解を問う。

(3) 翁長知事が撤回をし、国は違法確認訴訟と撤回の執行停止の訴えが行われている。撤
回の執行停止は二、三週間で裁判所の判断がなされると想定されます。そうなると工事は
再開される。辺野古の工事は進み、解決しないと思う。見解を問う。

(4) 撤回は後に県知事や職員に多額の損害賠償という形で大きな負担になると思う。見解を
問う。

(5) 県民投票は、法的な拘束力もなく、辺野古問題の解決にはつながらない。見解を問う。

5 サンゴの特別採捕について

(1) 辺野古の埋め立てにおけるサンゴ特別採捕の件数と許可の状況について

(2) 那覇空港第２滑走路埋め立てにおけるサンゴの特別採捕の申請期間、件数及び許可の
状況、また、申請から許可に要した平均日数について

(3) 平良港国際クルーズ船拠点整備事業におけるサンゴの特別採捕の申請日と許可につい
て説明を願う。

6 珊瑚舎スコーレへの補助再開について
　このような補助をやめることがどうしても理解できない。県は再開するとのことだが、いつか
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ら、具体的な金額と財源の説明を願う。

7 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成30年第4回沖縄県議会(定例会)

06月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 17分 翁長　政俊（沖縄・自民党） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 知事の政治姿勢について

(1) 知事の公務のあり方について

(2) 埋立承認の「撤回」と県民投票について

(3) サンゴ（辺野古・平良港）の特別採捕について

2 沖縄振興計画とアジア経済戦略構想について

(1) 離島送電海底ケーブル取替事業について

(2) 富川副知事が発表された、新沖縄発展戦略について

(3) 沖縄貨物ハブの現状とＡＮＡ貨物ハブ事業の県の支援について

3 琉球料理の県無形文化財指定と世界遺産登録について

4 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成30年第4回沖縄県議会(定例会)

06月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 17分 當間　盛夫（維新の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 経済財政運営と改革の基本方針2018（骨太の方針）について

(1) 人材への投資「幼児教育の無償化」「高等教育の無償化」について県内の対象者数と予
算額を伺う。

(2) 歳入改革努力（税の創設）について県の対応策を伺う。

(3) 公的サービスの産業化ＰＰＰ／ＰＦＩへの取り組みを加速・拡大することの対応策を伺う。

(4) 沖縄の振興について

ｱ 国家戦略特区の活用で「外国人留学生の在留資格緩和に関する提案」の取り組み状況
を伺う。

ｲ 沖縄科学技術大学院大学での研究と教育の状況について伺う。

ｳ 米国の協力を得た英語教育の充実について県との連携策を伺う。

ｴ 沖縄県産酒類の振興で対応策と「古酒の郷」の状況と活性化策を伺う。

ｵ 大型ＭＩＣＥ施設に対する方針がないが県の対応策を伺う。

2 交通行政について

(1) 県内路線バスの状況と今後の対応策を伺う。

(2) 「沖縄エアポートシャトル」那覇空港から北部までの民間運営バスの充実への県の対応策
を伺う。

3 観光客等の落とし物について

(1) 観光客等の落とし物対策等が課題に上がったが状況と解決策を伺う。

(2) 県内での「特例施設占有者制度」の活用状況を伺う。

(3) 那覇空港での「落とし物等」の状況と対応を伺う。

4 久米島町での「海洋深層水取水設備増強」の進捗状況を伺う。

5 県内の犬・猫等殺処分ゼロに向けた対応策と状況を伺う。
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
平成30年第4回沖縄県議会(定例会)

06月28 日(木)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 17分 大城　憲幸（維新の会） 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 国家戦略特区制度を活用した農業労働力の確保について

(1) 労働力不足の現状と同制度のメリットを伺う。

(2) 国の戦略特区諮問会議での議論が進んでいるようだが、県の外国人労働者受け入れま
でのスケジュールを伺う。

(3) 国の働き方改革に伴い製糖工場の人員確保を懸念する声があるが、その対応を含め外
国人労働者受け入れに向けた課題と取り組みを伺う。

2 教職員の勤務実態と負担軽減について

(1) 県内小中学校における勤怠管理の現状と今後の取り組みを伺う。

(2) 県内小中学校における公務支援システムの導入状況と同システムの評価を伺う。

(3) 南城市が作成した学校業務改善推進計画、同取り組みに対する認識と評価を伺う。

3 民泊事業について

(1) 住宅宿泊事業法の施行に伴う届け出状況と制度周知の取り組みを伺う。

(2) 修学旅行等教育民泊について

ｱ 民泊を利用する学校や生徒数はどう推移しているか伺う。

ｲ 今後の見通しとあわせ、課題と取り組みを伺う。

4 沖縄県国営沖縄記念公園内施設の設置及び管理に関する条例について

(1) 首里城及び美ら海水族館等を管理する者を７月から公募する予定であるが、どのような法
人・団体を想定しているか伺う。

(2) 同施設を県が管理することによる具体的な利点と懸念される点を伺う。


